
(57)【要約】

【課題】レーザ光源の破損を防止する。

【解決手段】信号の記録時には記録用の直流電流をレー

ザ光源２に供給し、信号の再生時には再生用目標値のパ

ルス電流をレーザ光源２に供給し、信号の記録から再生

への移行時には、記録用目標値から抑制用目標値に徐々

に減少するパルス電流をレーザ光源２に供給する。この

抑制用目標値は、レーザ光源２に供給される電流がパル

ス電流から直流電流に切り換わるとき、レーザ光源２の

発光パワーがレーザ光源２に許容される出力最大値を超

えない値に設定されている。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
レ ー ザ 光 源 か ら 出 力 さ れ た レ ー ザ 光 を 光 学 的 記 録 媒 体 に 照 射 し 、 情 報 信 号 を 記 録 再 生 す る
光 学 的 記 録 再 生 装 置 に お い て 、
上 記 レ ー ザ 光 源 の 出 力 値 を 検 出 す る レ ー ザ 光 検 出 手 段 と 、
上 記 レ ー ザ 光 検 出 手 段 に よ っ て 検 出 さ れ た 出 力 値 と 上 記 レ ー ザ 光 源 の 出 力 目 標 値 と を 比 較
し 、 上 記 レ ー ザ 光 源 の 出 力 値 が 上 記 出 力 目 標 値 に 一 致 す る よ う に 上 記 レ ー ザ 光 源 を 制 御 す
る レ ー ザ 出 力 制 御 手 段 と 、
上 記 レ ー ザ 光 の 発 光 を パ ル ス 発 光 又 は 連 続 発 光 に 切 り 換 え る 発 光 切 換 手 段 と 、
記 録 時 に は 、 パ ル ス 発 光 を 選 択 す る よ う に 上 記 発 光 切 換 手 段 を 制 御 す る と と も に 該 記 録 時
の レ ー ザ 出 力 目 標 値 を 得 る た め の 目 標 電 流 値 を 設 定 し 、 再 生 時 に は 、 連 続 発 光 を 選 択 す る
よ う に 上 記 発 光 切 換 手 段 を 制 御 す る と と も に 該 再 生 時 の レ ー ザ 出 力 目 標 値 を 得 る た め の 目
標 電 流 値 を 設 定 し 、 記 録 か ら 再 生 に 移 行 す る 前 に レ ー ザ 出 力 値 が 上 記 レ ー ザ 光 源 に 許 容 さ
れ る 出 力 最 大 値 を 超 え な い よ う な 出 力 値 を 得 る 目 標 電 流 値 を 設 定 す る 目 標 電 流 値 設 定 制 御
手 段 と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 光 学 的 記 録 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 目 標 電 流 値 設 定 制 御 手 段 は 、 記 録 か ら 再 生 に 移 行 す る 前 の 目 標 電 流 値 と し て ０ を 設 定
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 光 学 的 記 録 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 目 標 電 流 値 設 定 制 御 手 段 は 、 記 録 か ら 再 生 に 移 行 後 の 所 定 期 間 、 パ ル ス 発 光 を 継 続 し
て 選 択 す る よ う に 上 記 発 光 切 換 手 段 を 制 御 す る と と も に 再 生 時 の レ ー ザ 出 力 目 標 値 を 得 る
た め の 目 標 電 流 値 を 設 定 し 、 上 記 所 定 期 間 経 過 後 、 レ ー ザ 出 力 値 が 上 記 レ ー ザ 光 源 に 許 容
さ れ る 出 力 最 大 値 を 超 え な い よ う な 出 力 値 を 得 る 目 標 電 流 値 を 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の 光 学 的 記 録 再 生 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 レ ー ザ 光 を 用 い て 情 報 信 号 を 記 録 再 生 す る 光 学 的 記 録 再 生 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 光 磁 気 記 録 媒 体 に 情 報 信 号 を 記 録 す る 方 式 と し て 、 磁 界 変 調 方 式 と 呼 ば れ る 方 式 が
あ る 。 磁 界 変 調 と は 、 記 録 す る 信 号 ” １ ” 、 ” ０ ” を 磁 界 ” Ｓ ” 、 ” Ｎ ” に 変 調 す る 方 式
で あ り 、 光 磁 気 記 録 媒 体 の 表 面 に レ ー ザ 光 を 照 射 し 、 光 磁 気 記 録 媒 体 の 温 度 が キ ュ リ ー 点
を 越 え た と こ ろ で 信 号 に 対 応 し た 磁 界 を か け 、 光 磁 気 記 録 媒 体 を 磁 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 磁 界 変 調 に お け る 記 録 レ ー ザ の 発 光 パ タ ー ン を パ ル ス に 変 換 さ せ た も の と し て 磁 界 変
調 パ ル ス 方 式 が あ る 。 図 ５ は 、 磁 界 変 調 パ ル ス 方 式 の 記 録 時 に お け る レ ー ザ の 発 光 パ ワ ー
、 記 録 媒 体 に 与 え ら れ る 磁 界 の 向 き 、 パ ル ス の 基 準 と な る チ ャ ネ ル ク ロ ッ ク の 波 形 を 示 す
図 で あ る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 レ ー ザ 光 源 は 、 信 号 の 記 録 時 に パ ル ス 発 光 し て お り 、 こ の
レ ー ザ 光 に よ っ て 光 磁 気 記 録 媒 体 を 加 熱 し 、 光 磁 気 記 録 媒 体 に 磁 界 を か け て 信 号 を 記 録 し
て い る 。 磁 界 変 調 パ ル ス 方 式 で は 、 一 般 に 、 記 録 時 の 発 光 パ タ ー ン を パ ル ス に す る と 、 ビ
ッ ト の エ ッ ジ が 明 瞭 に な り 、 記 録 密 度 が 向 上 で き る こ と が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 述 の よ う な 磁 気 変 調 パ ル ス 方 式 の 光 学 的 記 録 再 生 装 置 で は 、 レ ー ザ の 発 光 パ ワ ー を 制 御
す る た め に Ａ Ｐ Ｃ （ Ａ ｕ ｔ ｏ 　 Ｐ ｏ ｗ ｅ ｒ 　 Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ ） ２ ０ と 呼 ば れ る 回 路 が 用 い
ら れ て い る 。 Ａ Ｐ Ｃ ２ ０ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 増 幅 器 ２ １ を 有 し 、 増 幅 器 ２ １ と レ ー ザ
光 源 ３ １ と レ ー ザ 光 検 出 部 ３ ２ と は 、 閉 回 路 を 形 成 し て い る 。 増 幅 器 ２ １ は 、 目 標 値 切 換
部 ２ ２ か ら 出 力 さ れ る 目 標 値 を 入 力 し 、 レ ー ザ 光 源 ３ １ の 発 光 パ ワ ー が 目 標 値 に 一 致 す る
よ う に 追 従 制 御 を 行 う 。 ま た 、 Ａ Ｐ Ｃ ２ ０ に は 、 レ ー ザ 光 源 ３ １ へ の 出 力 を パ ル ス に 変 換
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す る パ ル ス 発 生 部 ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。 パ ル ス 発 生 部 ２ ３ は 、 信 号 の 記 録 時 に 増 幅 器 ２
１ か ら 出 力 さ れ る 直 流 電 流 を パ ル ス 電 流 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 ７ は 、 信 号 の 記 録 時 ・ 再 生 時 の Ａ Ｐ Ｃ ２ ０ の 目 標 値 、 パ ル ス 発 生 の 有 無 、 Ａ Ｐ Ｃ ２ ０ の
出 力 電 流 量 、 お よ び レ ー ザ 光 源 ３ １ の 発 光 パ ワ ー を 示 す 図 で あ る 。 信 号 の 再 生 時 に お い て
、 Ａ Ｐ Ｃ ２ ０ の 目 標 値 は 再 生 用 目 標 値 に 設 定 さ れ て お り 、 増 幅 器 ２ １ の 出 力 電 流 は 直 流 で
あ る 。 ま た 、 信 号 の 記 録 時 に は 、 Ａ Ｐ Ｃ ２ ０ の 目 標 値 は 記 録 用 目 標 値 に 設 定 さ れ て お り 、
増 幅 器 ２ １ の 出 力 電 流 は パ ル ス で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
信 号 の 記 録 か ら 再 生 に 移 行 す る と き 、 増 幅 器 ２ １ か ら の 出 力 を パ ル ス に 変 換 し た ま ま 、 Ａ
Ｐ Ｃ ２ ０ の 目 標 値 を 再 生 用 目 標 値 に 切 り 換 え る 。 Ａ Ｐ Ｃ ２ ０ の 出 力 を 記 録 用 目 標 値 か ら 再
生 用 目 標 値 に 切 り 換 え る と 、 Ａ Ｐ Ｃ ２ ０ の 出 力 電 流 は 徐 々 に 低 下 し て い き 再 生 用 目 標 値 に
近 づ く 。 そ し て 、 出 力 電 流 が 再 生 用 目 標 値 に 十 分 近 づ い た 時 点 で Ａ Ｐ Ｃ の 出 力 を パ ル ス か
ら 出 力 に 切 り 換 え る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
記 録 か ら 再 生 に 移 行 す る と き 上 記 の よ う な 処 理 を す る に は 、 以 下 の よ う な 理 由 が あ る 。 レ
ー ザ 光 源 ３ １ に は 、 レ ー ザ 光 源 ３ １ の 破 損 を 防 止 す る た め 、 発 光 パ ワ ー の 上 限 を 定 め た 定
格 が 定 義 さ れ て い る 。 発 光 パ ワ ー の 定 格 は 、 発 光 パ タ ー ン が パ ル ス 時 と 連 続 時 と で 異 な り
、 連 続 時 の 定 格 は 、 パ ル ス 時 の 定 格 よ り も 低 い 値 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
記 録 か ら 再 生 に 切 り 換 わ る と き に 、 目 標 値 を 再 生 用 目 標 値 に 切 り 換 え て も Ａ Ｐ Ｃ の 時 定 数
に よ り 、 記 録 用 目 標 値 か ら 再 生 用 目 標 値 に 減 少 す る ま で の 遅 れ が 生 じ る 。 こ の 減 少 期 間 に
出 力 電 流 を 直 流 に 切 り 換 え る と 、 レ ー ザ 光 源 ３ １ の 発 光 パ ワ ー は 、 連 続 時 の 定 格 を 越 え て
し ま い 、 レ ー ザ 光 源 ３ １ を 破 損 さ せ て し ま う お そ れ が 生 じ る 。 そ こ で 、 従 来 の 光 学 的 記 録
再 生 装 置 で は 、 記 録 か ら 再 生 へ の 移 行 時 に Ａ Ｐ Ｃ ２ ０ の 出 力 電 流 が 再 生 用 に な る ま で パ ル
ス 発 光 を 継 続 し 、 出 力 電 流 が 再 生 用 に 切 り 換 わ っ た 後 に 連 続 発 光 に 切 り 換 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ が 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 記 録 か ら 再 生 へ の 移 行 時 に 発 光 パ タ ー ン を パ ル ス か ら 連 続
に 切 り 換 え た と き 、 レ ー ザ 光 源 ３ １ の 発 光 パ ワ ー が 急 激 に 上 昇 す る 瞬 間 が あ る 。 従 来 の 光
学 的 記 録 再 生 装 置 で は 、 再 生 用 目 標 値 が 十 分 小 さ い た め 、 こ の よ う な 急 激 な 上 昇 が お き て
も 、 こ の と き に 発 生 す る 発 光 パ ワ ー は 、 定 格 値 の 範 囲 に お さ ま っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
し か し な が ら 、 Ｄ Ｗ Ｄ Ｄ （ Ｄ ｏ ｍ ａ ｉ ｎ 　 Ｗ ａ ｌ ｌ 　 Ｄ ｉ ｓ ｐ ｌ ａ ｃ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 Ｄ ｅ ｔ
ｅ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ ） の よ う な 検 出 方 式 で は 、 高 い 再 生 パ ワ ー が 要 求 さ れ る た め 、 再 生 用 目 標 値
が 高 い 値 に な る 。 そ の た め 、 従 来 の よ う に 再 生 用 目 標 値 ま で 電 流 量 を 減 少 さ せ た と し て も
、 発 光 パ タ ー ン を パ ル ス か ら 連 続 に 切 り 換 え る 際 に 、 レ ー ザ 光 源 ３ １ か ら 出 力 さ れ る 発 光
パ ワ ー が 定 格 値 を 越 え て し ま う こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 光 学 的 記 録 再 生 装 置 に お い
て 、 レ ー ザ 光 源 の 破 損 を 防 止 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に か か る 光 学 的 記 録 再 生 装 置 は 、 レ ー ザ 光 源 の 出
力 値 を 検 出 す る レ ー ザ 光 検 出 手 段 と 、 レ ー ザ 光 検 出 手 段 に よ っ て 検 出 さ れ た 出 力 値 と レ ー
ザ 光 源 の 出 力 目 標 値 と を 比 較 し 、 レ ー ザ 光 源 の 出 力 値 が 出 力 目 標 値 に 一 致 す る よ う に レ ー
ザ 光 源 を 制 御 す る レ ー ザ 出 力 制 御 手 段 と 、 レ ー ザ 光 の 発 光 を パ ル ス 発 光 又 は 連 続 発 光 に 切
り 換 え る 発 光 切 換 手 段 と 、 記 録 時 に は 、 パ ル ス 発 光 を 選 択 す る よ う に 発 光 切 換 手 段 を 制 御
す る と と も に 該 記 録 時 の レ ー ザ 出 力 目 標 値 を 得 る た め の 目 標 電 流 値 を 設 定 し 、 再 生 時 に は
、 連 続 発 光 を 選 択 す る よ う に 発 光 切 換 手 段 を 制 御 す る と と も に 該 再 生 時 の レ ー ザ 出 力 目 標

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-71107 A 2004.3.4



値 を 得 る た め の 目 標 電 流 値 を 設 定 し 、 記 録 か ら 再 生 に 移 行 す る 前 に レ ー ザ 出 力 値 が レ ー ザ
光 源 に 許 容 さ れ る 出 力 最 大 値 を 超 え な い よ う な 出 力 値 を 得 る 目 標 電 流 値 を 設 定 す る 目 標 電
流 値 設 定 制 御 手 段 と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 を 適 用 し た 光 磁 気 記 録 再 生 装 置 １ に つ い て 説 明 す る 。 光 磁 気
記 録 再 生 装 置 １ は 、 磁 界 変 調 パ ル ス 方 式 を 用 い て 、 光 磁 気 デ ィ ス ク に 信 号 の 記 録 お よ び 再
生 を 行 う 装 置 で あ る 。 磁 界 変 調 パ ル ス 方 式 で は 、 信 号 の 再 生 時 と 記 録 時 と で 光 磁 気 デ ィ ス
ク を 照 射 す る レ ー ザ 光 の 発 光 パ タ ー ン が 異 な り 、 再 生 時 に は 連 続 発 光 を 行 い 、 記 録 時 に は
パ ル ス 発 光 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 レ ー ザ 光 源 ２ に は 、 レ ー ザ 光 源 ２ を 破 損 さ せ な い た め の 出 力 の 最 大 値 が 規 定 さ れ て
お り 、 こ れ を 定 格 値 と 呼 ぶ 。 定 格 値 は 、 パ ル ス 発 光 の と き と 連 続 発 光 の と き で 異 な る 。 図
１ は 、 レ ー ザ 光 の 発 光 パ タ ー ン と 、 レ ー ザ 光 源 ２ に 供 給 さ れ る 電 流 量 と 、 レ ー ザ の 発 光 パ
ワ ー の 関 係 を 示 し て い る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 パ ル ス 発 光 の と き の 定 格 値 は 、 連 続 発 光 の
と き の 定 格 値 よ り も 高 く な っ て い る 。 ま た 、 レ ー ザ 光 源 ２ の 発 光 パ ワ ー は 、 レ ー ザ 光 源 ２
に 供 給 さ れ る 電 流 の 量 に 比 例 し て お り 、 電 流 の 量 が 増 加 す る に つ れ て 、 レ ー ザ 光 源 ２ の 発
光 パ ワ ー が 増 加 す る 。 本 発 明 を 適 用 し た 光 磁 気 記 録 再 生 装 置 １ は 、 レ ー ザ 光 の 発 光 パ タ ー
ン を パ ル ス か ら 連 続 へ 切 り 換 え る 時 に 、 レ ー ザ 光 源 ２ の 発 光 パ ワ ー が 定 格 値 を 越 え な い よ
う に 、 レ ー ザ 光 源 ２ に 供 給 す る 電 流 量 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ２ は 、 光 磁 気 記 録 再 生 装 置 １ の 要 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 光 磁 気 記 録 再 生 装 置
１ は 、 光 磁 気 デ ィ ス ク に レ ー ザ 光 を 照 射 し 、 情 報 信 号 を 記 録 再 生 す る 記 録 再 生 装 置 で あ り
、 レ ー ザ 光 を 発 光 す る レ ー ザ 光 源 ２ と 、 レ ー ザ 光 の 発 光 パ ワ ー を 検 出 す る レ ー ザ 光 検 出 部
３ と 、 レ ー ザ 光 源 ２ の 出 力 を 制 御 す る Ａ Ｐ Ｃ （ Ａ ｕ ｔ ｏ Ｐ ｏ ｗ ｅ ｒ 　 Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ ） ４
と 、 光 磁 気 記 録 再 生 装 置 １ の 各 ブ ロ ッ ク を 制 御 す る 制 御 部 ５ と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
レ ー ザ 光 源 ２ は 、 光 磁 気 デ ィ ス ク に レ ー ザ 光 を 照 射 す る 。 レ ー ザ 光 源 ２ に は 、 Ａ Ｐ Ｃ ４ に
よ っ て 制 御 さ れ た 電 流 が 入 力 さ れ 、 こ の 電 流 の 量 に 対 応 し て レ ー ザ 光 源 ２ の 発 光 パ ワ ー が
変 化 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
レ ー ザ 光 検 出 部 ３ は 、 レ ー ザ 光 源 ２ か ら 照 射 さ れ た レ ー ザ 光 の 発 光 パ ワ ー を 電 圧 に 変 換 し
、 Ａ Ｐ Ｃ ４ に 出 力 す る 。 レ ー ザ 光 検 出 部 ３ に は 、 積 分 回 路 が 設 け ら れ て お り 、 検 出 し た 電
圧 値 を 平 均 化 し て 出 力 す る 。 積 分 回 路 は 、 レ ー ザ 光 源 ２ が パ ル ス 発 光 し た と き の パ ル ス 状
の 検 出 結 果 の 平 均 値 を と り 、 レ ー ザ 光 検 出 部 ３ の 出 力 を 均 す 。 レ ー ザ 光 源 ２ の パ ル ス 発 光
は 、 チ ャ ネ ル ク ロ ッ ク と 同 一 の 周 波 数 で あ り 、 こ の 帯 域 の 電 流 を Ａ Ｐ Ｃ ４ に 出 力 す る と 、
回 路 が 複 雑 に な る 。 そ の た め 、 積 分 回 路 は 、 レ ー ザ 光 検 出 部 ３ の 出 力 結 果 を 均 し 、 回 路 が
複 雑 に な る こ と を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
Ａ Ｐ Ｃ ４ は 、 レ ー ザ 光 検 出 部 ３ の 出 力 を 制 御 量 と し 、 制 御 部 ５ か ら 出 力 さ れ る 電 気 信 号 を
目 標 値 と し て 、 レ ー ザ 光 の 出 力 が 目 標 値 に 一 致 す る よ う に 追 従 制 御 を 行 う 。 図 ３ は 、 Ａ Ｐ
Ｃ ４ の 内 部 構 成 を 示 し て い る 。 Ａ Ｐ Ｃ ４ は 、 増 幅 器 １ １ と 、 目 標 値 切 換 部 １ ２ と 、 パ ル ス
発 生 部 １ ３ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
増 幅 器 １ １ は 、 レ ー ザ 光 源 ２ お よ び レ ー ザ 光 検 出 部 ３ と 閉 回 路 を 形 成 し て お り 、 目 標 値 切
換 回 路 か ら 目 標 値 を 入 力 し 、 レ ー ザ 光 源 ２ の 発 光 パ ワ ー が 目 標 値 に 一 致 す る よ う に 追 従 制
御 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
目 標 値 切 換 部 １ ２ は 、 Ａ Ｐ Ｃ ４ の 目 標 値 を 切 り 換 え る 。 目 標 値 切 換 部 １ ２ は 、 制 御 部 ５ か
ら の 目 標 値 切 換 信 号 を 入 力 し 、 こ の 信 号 に 基 づ い て Ａ Ｐ Ｃ ４ へ の 出 力 を 切 り 換 え る 。 目 標
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値 切 換 部 １ ２ に は 、 レ ー ザ 光 の 発 光 パ ワ ー を 再 生 用 に す る た め の 再 生 用 目 標 値 、 レ ー ザ 光
の 発 光 パ ワ ー を 記 録 用 に す る た め の 記 録 用 目 標 値 、 発 光 パ ワ ー の 急 激 な 増 大 を 抑 制 す る た
め の 抑 制 用 目 標 値 が 設 定 さ れ て い る 。 こ こ で 、 抑 制 用 目 標 値 は ゼ ロ に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
パ ル ス 発 生 部 １ ３ は 、 Ａ Ｐ Ｃ ４ か ら 出 力 さ れ る 直 流 電 流 を パ ル ス に 変 換 す る 。 パ ル ス 発 生
部 １ ３ は 、 制 御 部 ５ か ら 出 力 さ れ る パ ル ス 変 換 信 号 に よ っ て 制 御 さ れ て い る 。 パ ル ス 発 生
部 １ ３ は 、 制 御 部 ５ か ら パ ル ス の 発 生 が 指 示 さ れ る と 、 Ａ Ｐ Ｃ ４ か ら の 出 力 さ れ る 直 流 電
流 を チ ャ ネ ル ク ロ ッ ク に 同 期 し た パ ル ス に 変 換 し 、 パ ル ス の 発 生 が 指 示 さ れ な い と き は 、
Ａ Ｐ Ｃ ４ か ら 出 力 さ れ る 直 流 電 流 を レ ー ザ 光 源 ２ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
制 御 部 ５ は 、 デ ー タ の 記 録 時 、 再 生 時 、 お よ び 記 録 か ら 再 生 に 移 行 す る 移 行 時 に お け る 目
標 値 切 換 部 １ ２ お よ び パ ル ス 発 生 部 １ ３ の 動 作 制 御 を 行 う 。 デ ー タ の 再 生 時 、 制 御 部 ５ は
、 目 標 値 切 換 部 １ ２ の 出 力 目 標 値 を 再 生 用 目 標 値 に 切 り 換 え る と と も に 、 パ ル ス 発 生 部 １
３ の パ ル ス 発 生 の 停 止 を 指 示 す る 。 ま た 、 デ ー タ の 記 録 時 、 制 御 部 ５ は 、 目 標 値 切 換 部 １
２ の 出 力 を 記 録 用 目 標 値 に 切 り 換 え る と と も に 、 パ ル ス 発 生 部 １ ３ に パ ル ス の 発 生 を 指 示
す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 デ ー タ の 記 録 か ら 再 生 に 移 行 す る 移 行 時 に は 、 制 御 部 ５ は 、 目 標 値 切 換 部 １ ２ に 目
標 値 切 換 信 号 を 出 力 し 、 目 標 値 を 再 生 用 目 標 値 に 切 り 換 え 、 所 定 の 時 間 が 経 過 す る と 抑 制
用 目 標 値 に 切 り 換 え る 。 こ の と き 制 御 部 ５ は 、 パ ル ス 発 生 部 １ ３ に パ ル ス の 発 生 を 指 示 し
た 状 態 に あ り 、 レ ー ザ 光 源 ２ に は パ ル ス が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 光 磁 気 記 録 再 生 装 置 １ の 動 作 に つ い て 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 信 号 の 記
録 時 ・ 再 生 時 に お け る Ａ Ｐ Ｃ ４ の 目 標 値 、 パ ル ス 発 生 の 有 無 、 増 幅 器 １ １ の 出 力 電 流 量 、
お よ び レ ー ザ 光 源 ２ の 発 光 パ ワ ー の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。 図 ４ で は 、 図 の 左 か ら 右 に 向 か
っ て 時 間 が 推 移 し て お り 、 再 生 、 記 録 、 再 生 の 順 に 処 理 が 切 り 換 わ っ て い る 。 最 初 の 再 生
時 に お い て 、 制 御 部 ５ は 、 目 標 値 切 換 部 １ ２ の 出 力 を 再 生 用 目 標 値 に 切 り 換 え 、 パ ル ス 発
生 部 １ ３ の パ ル ス 発 生 処 理 を 停 止 さ せ る 。 こ の と き 、 Ａ Ｐ Ｃ ４ の 出 力 電 流 は 再 生 目 標 値 で
一 定 に な り 、 レ ー ザ 光 源 ２ は 、 再 生 用 の 発 光 パ ワ ー で 連 続 発 光 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
そ し て 、 再 生 か ら 記 録 に 切 り 換 わ る と 、 制 御 部 ５ は 、 目 標 値 切 換 部 １ ２ の 出 力 を 記 録 用 目
標 値 に 切 り 換 え 、 パ ル ス 発 生 部 １ ３ に パ ル ス の 発 生 を 指 示 す る 。 記 録 用 目 標 値 は 、 再 生 用
目 標 値 よ り も 高 い 値 に 設 定 さ れ て お り 、 増 幅 器 １ １ の 出 力 電 流 も 徐 々 に 上 昇 す る 。 こ の 増
幅 器 １ １ の 出 力 電 流 は 、 パ ル ス 発 生 部 １ ３ に よ り 、 パ ル ス に 変 換 さ れ て レ ー ザ 光 源 ２ に 供
給 さ れ 、 レ ー ザ 光 源 ２ は パ ル ス 発 光 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 、 記 録 か ら 再 生 に 切 り 換 わ る 移 行 時 に お い て 、 制 御 部 ５ は 、 目 標 値 切 換 部 １ ２ の 出 力
を 再 生 用 目 標 値 に 切 り 換 え る 。 再 生 用 目 標 値 は 、 記 録 用 目 標 値 よ り も 低 い 値 で あ る か ら 、
Ａ Ｐ Ｃ ４ か ら 出 力 さ れ る 電 流 量 は 徐 々 に 低 下 す る 。 Ａ Ｐ Ｃ の 出 力 電 流 量 が 低 下 す る と と も
に レ ー ザ 光 源 ２ の 発 光 パ ワ ー も 減 少 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
そ し て 、 一 定 時 間 が 経 過 す る と 、 制 御 部 ５ は 、 目 標 値 切 換 部 １ ２ の 出 力 を 抑 制 用 目 標 値 に
切 り 換 え る 。 こ れ に 応 じ て Ａ Ｐ Ｃ ４ の 出 力 電 流 は 、 さ ら に 低 下 し て 抑 制 用 目 標 値 に な る 。
Ａ Ｐ Ｃ ４ の 出 力 電 流 が 抑 制 用 目 標 値 と 一 致 す る ま で の 時 間 は 、 Ａ Ｐ Ｃ ４ の 時 定 数 に よ り 予
め 決 ま っ て い る 。 Ａ Ｐ Ｃ ４ の 出 力 電 流 が 抑 制 用 目 標 値 と 一 致 す る と 、 制 御 部 ５ は 、 パ ル ス
発 生 部 １ ３ に パ ル ス 発 生 の 停 止 を 指 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 い で 、 制 御 部 ５ は 、 目 標 値 切 換 部 １ ２ の 出 力 を 再 生 用 目 標 値 に 切 り 換 え る 。 こ れ に よ り
、 Ａ Ｐ Ｃ ４ の 出 力 は 徐 々 に 上 昇 し 、 レ ー ザ 光 源 ２ は 、 再 生 用 の 発 光 パ ワ ー で 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 を 適 用 し た 光 磁 気 記 録 再 生 装 置 １ は 、 情 報 信 号 の 記 録 か ら 再
生 へ の 移 行 時 、 レ ー ザ 光 源 ２ に 出 力 す る 電 流 を 抑 制 用 目 標 値 に す る 。 こ の と き 、 レ ー ザ 光
源 ２ の 出 力 パ ワ ー も 抑 制 用 目 標 値 に な る た め 、 レ ー ザ 光 源 ２ が パ ル ス 発 光 か ら 連 続 発 光 に
切 り 換 わ っ て も 、 レ ー ザ の 発 光 パ ワ ー は 、 レ ー ザ 光 源 ２ の 定 格 値 を 超 え る こ と は な く 、 レ
ー ザ 光 源 ２ の 破 損 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
な お 、 本 発 明 の 要 旨 は 、 パ ル ス 状 の レ ー ザ 光 を 記 録 媒 体 に 照 射 し て 信 号 を 記 録 し 、 連 続 光
の 戻 り 光 を 検 出 し て 信 号 の 再 生 を 行 う 光 磁 気 記 録 再 生 装 置 に お い て 、 記 録 か ら 再 生 処 理 に
移 行 す る 際 、 Ａ Ｐ Ｃ の 目 標 値 を 十 分 小 さ な 値 に 設 定 し 、 Ａ Ｐ Ｃ の 出 力 電 流 が 十 分 小 さ く な
っ た 時 点 で パ ル ス 発 光 か ら 連 続 発 光 へ の 切 り 換 え を 行 う 点 に あ り 、 こ の 要 旨 を 含 む 変 形 、
改 良 は 、 本 発 明 に 含 ま れ る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
例 え ば 、 上 記 の 例 で は 、 抑 制 用 目 標 値 と し て ゼ ロ を 設 定 し た が 、 必 ず し も ゼ ロ で あ る 必 要
は な く 、 レ ー ザ 光 源 の 破 損 を 防 止 す る 値 で あ れ ば 、 ゼ ロ よ り も 大 き な 値 で も よ い 。 ま た 、
上 記 の 例 で は 、 目 標 値 を 再 生 用 目 標 値 に 切 り 換 え た 後 、 ゼ ロ に 切 り 換 え て 、 出 力 電 流 量 を
小 さ く し た が 、 再 生 用 目 標 値 に 切 り 換 え る こ と な く 、 直 後 に 抑 制 用 目 標 値 に 切 り 換 え て も
よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 上 記 の 例 に お い て 、 光 磁 気 デ ィ ス ク の 記 録 再 生 を 行 う 光 磁 気 記 録 再 生 装 置 に つ い て
説 明 し た が 、 必 ず し も 光 磁 気 デ ィ ス ク に 限 定 さ れ る わ け で は な く 、 信 号 の 記 録 時 ・ 再 生 時
に お い て 、 パ ル ス 発 光 か ら 連 続 発 光 へ の 切 り 換 え を 行 う 光 学 的 記 録 媒 体 は 、 本 発 明 に 含 ま
れ る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
上 述 し た よ う に 、 本 発 明 は 、 信 号 の 記 録 時 に は 記 録 用 の 直 流 電 流 を レ ー ザ 光 源 に 供 給 し 、
信 号 の 再 生 時 に は 再 生 用 の パ ル ス 電 流 を レ ー ザ 光 源 に 供 給 す る 光 学 的 記 録 再 生 装 置 に お い
て 、 信 号 の 記 録 か ら 再 生 へ の 移 行 時 に は 、 記 録 用 か ら 抑 制 用 に 徐 々 に 減 少 す る 電 流 を パ ル
ス 電 流 で レ ー ザ 光 源 に 供 給 す る 。 そ の た め 、 情 報 の 記 録 か ら 再 生 に 移 行 す る 際 、 レ ー ザ 光
源 に 供 給 さ れ る 電 流 が パ ル ス 電 流 か ら 直 流 電 流 に 切 り 換 わ っ て も 、 電 流 量 は 十 分 に 減 少 し
て い る た め 、 レ ー ザ 光 源 の 発 光 パ ワ ー は 、 レ ー ザ 光 源 に 許 容 さ れ る 出 力 最 大 値 を 超 え ず 、
レ ー ザ 光 源 の 破 損 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 レ ー ザ 光 源 の 定 格 値 と レ ー ザ 光 源 に 供 給 さ れ る 電 流 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 を 適 用 し た 光 学 的 記 録 再 生 装 置 の 要 部 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 Ａ Ｐ Ｃ の 内 部 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 レ ー ザ 光 源 に 供 給 さ れ る 電 流 お よ び レ ー ザ 光 源 の 発 光 パ ワ ー の 推 移 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 信 号 記 録 時 に お け る レ ー ザ の 発 光 パ ワ ー お よ び 記 録 磁 界 の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の Ａ Ｐ Ｃ の 内 部 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 光 学 的 記 録 再 生 装 置 に お い て 、 レ ー ザ 光 源 に 供 給 さ れ る 電 流 お よ び レ ー ザ
光 源 の 発 光 パ ワ ー の 推 移 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 光 学 的 記 録 再 生 装 置 、 ２ 　 レ ー ザ 光 源 、 ３ 　 レ ー ザ 光 検 出 部 、 ４ 　 Ａ Ｐ Ｃ 、 ５ 　 制 御
部 、 １ １ 　 増 幅 器 、 １ ２ 　 目 標 値 切 換 部 、 １ ３ 　 パ ル ス 発 生 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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